
令和７年度みやぎの青少年意見募集事業

～アンケート実施結果～

テーマ
「児童福祉（特に児童養護）に関する

若者の理解促進について」

宮城県環境生活部共同参画社会推進課



○概要

【対象】県内の中学１年生～２９歳までの方

【募集期間】令和７年７月１５日～令和７年８月３１日

【回答者】７９人

（内訳：中学生２９人、高校生３４人、大学生・専門学校生など１５人、その他１人）

【回答方法】ＷＥＢアンケート・紙のアンケート



○結果

設問１

児童養護施設を知っていますか。（回答者：７９人）

どんな施設かまで

知っている

36%（２８人）

名前だけは

知っている

39%（３１人）

知らない

25%（２０人）

「名前だけ」という人も含めて
半数以上の人が、児童養護施設
を知っていました！



○結果

設問２

（知っていると回答した方）何がきっかけで知ったのか教えて
ください。【自由記述】（回答者：５３人）

・テレビ（ニュースやドラマ）で見たことがある。（３０人）

・本（小説や漫画）で読んだことがある。（９人）

・ＳＮＳで聞いたことがある。（５人）

・学校の授業で聞いたことがある。（４人）



○結果

設問３

児童養護施設と聞くと、どういうイメージを持ちますか。
【自由記述】（回答者：７１人）

・子どもたちがたくさんいる施設。（３２人）

・様々な事情を抱えた子どもがいる施設。（２５人）

・子どもの保護や生活支援を行う施設。（９人）



○結果

設問４

児童養護施設の職員は、どういう仕事をしていると思います
か。【自由記述】（回答者：７２人）

・子どもたちの世話をする。（３８人）

・子どもたちと遊ぶ。（１８人）

・子どもたちの話を聴き、心のケアを行う。（１５人）

・勉強を教えるなど、学校の先生のような仕事をする。（５人）



○結果

設問５

若い方に、児童養護施設やそこで働く職員について知っても
らうためには、どういった取組が効果的だと考えますか。

【自由記述】（回答者：６８人）

・ＳＮＳを活用して情報発信する。（２６人）

・学校で紹介したり、職業体験の機会を設けたりする。（１９人）

・広告を作成して、テレビなどで流す。（１０人）

・チラシやポスターを作成し、配布・掲示する。（６人）

・メディアで取り上げる。（５人）


